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要　　旨

　本研究では、通常学級と特別支援学級に通う小中学生の自傷行為の実態とその発達的変化、自傷行為

と家庭環境や学校環境、いじめ被害経験との関連について検討することを目的とし、児童生徒 38,724

名を対象に質問紙調査を行った。その結果、通常学級では思春期前後に自傷経験率が高まる時期と低下

する時期があり、その時期や自傷行為が深刻化する時期は男女で異なったが、特別支援学級では男女と

もに一定の傾向はみられなかった。自傷との関連では、まず、学級内の不和をつくりだす児童生徒の存

在と自傷経験の関連は、特に特別支援学級で強い可能性がみられた。一方、通常学級でみられた親・保

護者との関係や関係的いじめとの関連は、特別支援学級では関連がみられず、特に児童では所属感より

も、穏やかで心を乱さない環境が求められる可能性がみられた。以上を踏まえ、学校種や通常学級と特

別支援学級という学級種に応じた対応の必要性が考えられた。

キーワード：自傷行為、特別支援学級、学校環境、親・保護者、いじめ

　　　　　　deliberate self-harm, Classroom Environment, Special-needs Education, Parents/Guardians, 

School Bulling

問　　題

　これまで自傷行為を扱った研究では、その実態

や、家庭環境、学校環境、いじめ被害経験等の関

連要因について、主に中学生や高校生を対象とし

た調査研究等により明らかにされてきた。たとえ

ば、自傷行為の生涯自傷率では、13-19 歳の中学・

高校生世代の男子では 3.1% ～ 50.6%、女子は 5.7%
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～46.7%と、調査により大きな差がみられるといっ

た知見がある (e.g., Madge et al., 2008； 関本・朝

倉 , 2017)。このような自傷行為の性差に着目した

多くの研究では、女子の自傷経験は男子より多い

と報告され (e.g., Pawłowska et al., 2016)、その開

始時期に関しては12歳前後とする報告が多い(e.g, 

濱田他，2009)。さらに年齢や学年差に注目した自

傷の様相の変化に関しては、Hawton et al.(2003)

では女子の自傷は 13-14 歳にかけて急増する可能

性が示され、Matsumoto et al.(2008) では女子では

年齢による増減はあいまいで明確な差はみられな

かったが、男子は中学生で増加していることが明

らかにされている。しかし小学生の自傷行為につ

いては、小学 5・6年生の自己切傷経験が男子 5.4%、

女子 4.0% という Shin et al.(2009) による報告や、

小学校高学年では女子より男子、中学生と高校生

では女子で自己切傷経験率が高いと報告した Sho 

et al.(2009) の他にはあまりみられない。国内にお

いては、日本学校保健会 (2024) が調査した、養護

教諭が過去 1年間で把握した児童生徒の自傷行為

は、1,000 人あたり小学校 1.2 人、中学校 7.4 人、

高校 3.5 人だったが、児童生徒自身に尋ねた先行

研究と比較すると、どの程度、児童生徒の実態を

反映したものであるかは疑問が残る。つまり、こ

れまでの研究から自傷行為には性別や年齢による

差があることが推測されるが、国内外いずれにお

いても自傷念慮や自傷経験率の年齢差に注目した

調査や、年齢による自傷経験率の変化を、性差を

含めて検討した研究はそれほど多くはない。特に

自傷経験率が増加し始める小学校高学年から中学

校入学前後の自傷念慮や自傷経験の実態及びその

変化についてはいまだ不明な点が多い。　

　また、自傷行為を考える上では、多くの児童生

徒にとって生活の大きな比重を占めている学校生

活の視点が欠かせない。それだけに学校生活が快

適なものであるかということは、児童生徒の心理

状態に大きく影響している。たとえば Hawton et 

al. (2003) の調査では、12-18 歳の生徒の自傷行為

は学期中の登校日に増加し、週末や休暇中、特に

翌日も休日である日には減少する傾向がみられた。

これは、学校生活が児童生徒の自傷行為に強く関

連している可能性を示しているといえる。他にも、

自傷行為の背景要因として学校生活にかかわる先

行研究を見ていくと、たとえば、自傷経験のある

生徒は学習面の問題をもち (Pawłowska et al., 

2016)、学業に秀でた学校では生徒の自傷経験率が

低くなることが指摘されている (Shek & Lu, 

2012)。仲間集団や友人関係については、仲間との

葛藤 (Pawłowska et al., 2016) の他、自傷といじめ

の関連についても明らかにされてきている (e.g., 

O’Connor et al., 2009)。 い じ め に つ い て は、

Brunner et al.(2014) では、仲間によるいじめを受

けた経験は自傷経験のない生徒では 4.9% だった

が、自傷経験が 4回以下の生徒では 12.0%、5回

以上繰り返した生徒では 22.5% にのぼり、いじめ

の被害経験と自傷経験には関連があることが明ら

かにされている。 同様の指摘は他の研究でもみ

られ、Klomek et al.(2016) は身体的・言語的いじ

めや関係的いじめは、いずれも自傷のリスクを高

める要因であると報告している。また、自傷のリ

スクを下げる保護要因として、Klomek et al.(2016)

は親や友人によるサポートを、Pawłowska et al.

(2016) は男子のみについて友人からの励ましを挙

げており、保護者や友人との関係も自傷行為には

影響していると考えられる。

　国内研究では、たとえば井尻 (2010) は、いじめ

被害経験者は、非自傷経験者では 30.2% を占めて

いることに対して、自傷経験者では 52% と半数を

超えていたと報告している。一方では、諸外国の

研究と比較して、わが国では自傷行為と学校生活

やいじめの関連について、実証的な研究が少ない。

学校環境や学校生活が自傷行為にどのような影響

を与え、それは年齢や学年が上がるごとにどのよ

うに変化していくのかについて注目した研究はあ

まりみられない。いじめについても、特にどのよ

うなタイプのいじめが自傷行為に関連するのかは

十分検討されておらず、自傷行為経験といじめ被

害経験の関連が年齢や学年によってどのように変

化するのかについて注目した研究も少ない。しか

し、自傷行為といじめの関連を明らかにすること
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は、教員が児童生徒のいじめを見逃さずに感知す

るための、重要な手がかりにもなるだろう。

　さらに、自傷行為の実態については、さきに述

べたとおり小学生を対象とした調査自体が不足し

ているが、中学生以上を対象とした研究を含めて、

通常学級と特別支援学級の区別をして行われた調

査はあまりみられない。発達障害のある児童生徒

の自傷行為について調査した研究は斎藤・斉藤

(2014) や五十嵐・宮木 (2020) など少なくはないが、

それらは特別支援学校に通う児童生徒について教

師や保護者に尋ねたものである。先に挙げた日本

学校保健会 (2024) による調査では、養護教諭によ

り認知された自傷行為経験が小中高校の別で報告

されたが、通常学級と特別支援学級の区別はない。

特別支援学級に通う児童生徒の自傷行為に関する

調査はあまりみられず、特別支援学級の自傷行為

の実態やその背景要因がほとんど明らかになって

いない。特別支援学級に在籍する児童生徒は知的

障害、自閉症・情緒障害ばかりでなく、身体障害

や身体虚弱など、それぞれが抱える困難が多様な

上に、「特別支援学級に在籍している」ことが悩

みやコンプレックス、いじめなど、自傷行為の背

景となる問題につながる可能性も考えられるが、

これらについて言及した先行研究はあまりみられ

ない。しかし、特別支援学級に在籍する児童生徒

の自傷行為について検討することは、学校におけ

る自傷対応について考えるときに、通常学級の児

童生徒と同じ視点で支援するだけで十分なのかと

いう課題にもつながるだろう。

　以上の課題を整理すると、(1) 小中学校に在籍

する児童生徒を対象とした自傷行為の実態調査が

不足しており、(2) 小学生から中学生にかけての

自傷行為の発達的変化についての検討が不十分で

あること、また (3) 自傷行為の背景要因として考

えられる家庭環境や学校環境、特にいじめ被害経

験との関連への検討が不十分であるといえる。し

たがって、本研究では、(1) ～ (3) について、通

常学級と特別支援学級に通う児童生徒、それぞれ

について明らかにしつつ検討していくことを目的

とする。

方　　法

１　調査協力者

　A 市の公立小中学校に通い、その学年になって

から 30 日以上の欠席者を除く児童生徒 38,724 名

（Table 1）。

Table 1　調査協力者の内訳 人数

２　調査の時期と手続き

　A 市の公立小中学校の児童生徒を対象とした悉

皆調査である。回答方法については自宅で質問紙

に記入後、封筒に入れて封をしたものを回収した。

調査期間は 201X 年 11 月。

2 本調査では、穴水・太田・加藤（2023）と同一の調査対象、調査時期、手続き、質問紙を用いる。本研究の課題 (1)(2)

とやや関連するが、穴水・太田・加藤（2023）は、通常学級に通う児童生徒のみに着目して、自傷念慮及び自傷経験率を

把握し、小学校高学年から中学校にかけての性差と経験率の変化について発達的に捉え、検討したものである。一方で、

本研究では通常学級と特別支援学級に通う児童生徒の自傷行為を比較検討し、特に (3) を主として扱う点で研究内容は異

なるものと判断した。
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３　調査内容

　自傷念慮及び自傷行為の経験　穴水・太田・加

藤（2023）と同様に、阿江他（2012）を使用した。

「あなたは、自分で自分を傷つけた（たとえばか

みそりなどで手首を傷つけるなど）経験がありま

すか」という質問について、「今の学年になって

から」という教示のもと、「したことはないし、

しようと思ったことはない」（以下、自傷経験な

し）」、「したことはないがしようと思ったことは

ある」（以下、自傷念慮）、「1 度だけある（以下、

一度ある）」「何度もある」の 4件法で評定を求め

た。

　学級の雰囲気への認知　伊藤・宇佐美（2017）

による「新版中学生用学級風土尺度」52 項目の

うち 11 項目を使用し、「学級内の不和」を示す 1

項目を加えた。さらに調査対象校と協議のうえ、

調査項目を次の 12 項目に選定した。すなわち、

①「学校活動への関与」因子：「行事などのクラ

ス活動に一生懸命取り組む」「クラスの活動に自

分から進んで参加する」、②「生徒間の親しさ」

因子：「友だち同士、助け合う」「このクラスはみ

んな仲が良い」、③「学級への満足感」因子：「こ

のクラスが気に入っている」「このクラスになっ

て良かったと思っている」、④「学習への志向性」

因子：「授業中よく集中している」「クラスのみん

なはよく勉強をする」、⑤「規律正しさ」因子：「こ

のクラスは、規則を守る」「このクラスは先生の

指示にすばやく従う」、⑥「学級内の不和」因子：

「みんなが逆らえない人がいる（逆転項目）」の 1

項目に、「自分たちの意見を押し通そうとする人

たちがいる（逆転項目）」を加えた。回答は「まっ

たくあてはまらない（1 点）」から「よくあては

まる（5 点）」の 5 件法で求めた。回答について

は『教師との関係』『親・保護者との関係』も同

様とした。

　教師との関係  大久保・青柳（2004）による「学

校生活尺度」の下位尺度「教師との関係」を参考

に、「先生は児童生徒の気持ちをわかってくれる」

「困っているときに先生は励ましてくれる」「先生

は児童生徒のいうことを真剣に聞いてくれる」の

3項目を作成、使用した。

　親・保護者との関係　大久保・青柳（2004）を

大久保・加藤（2010）が修正した「両親との関係」

をもとに、「親・保護者は私のいうことを真剣に

聞いてくれる」「親・保護者は私の気持ちをわかっ

てくれる」「困っているときに親・保護者は励ま

してくれる」の 3項目を作成、使用した。

　いじめの被害経験　「平成 27 年度  児童生徒の

問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査」（文部科学省）を参考とし、さらに性被害

に関する項目を加えて作成した。それぞれの項目

は、①関係的いじめ：「仲間はずれや無視された（以

下、仲間はずれ）」「かげで悪口をいわれた（以下、

陰口）」、②直接的な言語的いじめ：「直接、悪口

や嫌なことをいわれた（以下、言語的攻撃）」、③

身体的いじめ：「なぐられたり、けられたりした（以

下、身体的暴力）」「遊ぶふりをして軽くたたいた

り、おされたりした（以下、ふざけ）」、④ネット

いじめ：「パソコンや携帯電話、スマホを使って

嫌なことをされた（以下、ネットいじめ）」、⑤性

的ないじめ：「服を脱がされるなど、性的な嫌が

らせをうけた（以下、性被害）」、⑥その他のいじ

め：「ものを取られたり、かくされたりした（以下、

物を盗る・隠す）」で、以上の8項目を使用した。「今

の学年になってから」という教示のもと、評定は

「まったくない（1点）」「一度だけある（2点）」「月

に一度くらいある（3点）」「週に一度くらいある（4

点）」「週に何度もある（5点）」の 5件法で求めた。

４　倫理的配慮

　北海道大学大学院教育学研究院研究倫理審査委

員会より承認（16-49）を受けた。

結　　果

１　自傷念慮及び自傷行為経験の実態

　Table 2 は、小学 4 年生から中学 3 年生までの、

現在の学年になってからの自傷念慮及び自傷行為

の経験率を示したもので、Figure 1 - Figure 4 は

通常学級及び特別支援学級に通う小学生及び中学
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生の自傷念慮及び 1回以上の自傷行為の経験率を

グラフ化したものである。各グラフには、学年ご

との自傷経験率の推移を表すために多項式近似曲

線を追加した。

　また、通常学級及び特別支援学級に通う児童生

徒それぞれの性別と学年が、自傷行為にどの程度

関連するのかを検討するため、参照カテゴリーと

して「自傷経験なし」を基準 (1) とした強制投入

法による多項ロジスティック回帰分析を行った。

小学生及び中学生の性別・学年を説明変数に、自

殺念慮及び自傷行為を目的変数に多項ロジス

ティック回帰分析を行い、その関連性を検討した

（Table 3-Table 6）。

(1-1)通常学級に通う児童生徒の自傷念慮及び自

傷行為経験

　通常学級に通う児童生徒の自傷念慮及び自傷行

為経験の男女別・学年別による経験率については、

穴水・太田・加藤（2023）にて報告されているが、

特別支援学級に通う児童生徒との比較のため、こ

こでも Figure 1 及び Figure 2 を掲載するととも

に説明する。

　Figure 1 は自傷念慮経験について、男女別・学

年別による経験率を示したものである。男子では

小学校では学年が上がるに従ってわずかに低下し、

小学校 6年生で最も低く、中学 1年生ではわずか

に高くなったが、小学校から中学校の 6年間を通

して大きな変化はみられなかった。女子は小学校

Figure 1　小中学生の自傷念慮経験（通常学級）

Table 2　小学生及び中学生の自傷念慮及び自傷行為の経験率（通常学級・特別支援学級） ％
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4 ～ 6 年生にかけて高くなり、中学 1 年生以降は

大きな変化がみられなかった。

　Figure 2 は一度以上の自傷行為経験（以下、自

傷経験）について示したものである。男子は中学

1 年生で自傷経験率が最も低くなり、その後はわ

ずかに高くなった。女子は小学生では学年が上が

るとともに経験率がわずかながら低下し、小学 6

年生で最も経験率が低く、中学 1年生以降はわず

かに高くなった。また、小学生 6年生までは男子

のほうが自傷経験率は高いが、中学 1年生では男

女差がほとんどみられなくなり、中学 2年生以降

では逆転して女子の経験率が男子を上まわった。

Figure 2　小中学生の一度以上の自傷行為経験（通常学級）

Figure 3　小中学生の自傷念慮経験（特別支援学級）

Figure 4　小中学生の一度以上の自傷行為経験（特別支援学級）
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(1-2)特別支援学級に通う児童生徒の自傷念慮及び

自傷行為経験

　Figure 3 は自傷念慮経験について示したもので

ある。男子については、小学校 4～ 6年生までは

7% 前後であまり増減はなく、中学 1，2 年生で

は約10% とやや増加し、3年生では15.19% となっ

た。女子は小学 4 年生で 0% だが、小学 5，6 年

生では約 7.5% で、中学 1 年生以降では上昇して

いき、中学 3 年生で 18.00% となった。男女とも

に自傷念慮は、学年が上がるにつれて増加した。

男女で比較すると、小学 5年生から中学 1年生ま

では男女であまり差がみられず、中学 2年生でわ

ずかに女子のほうが高くなった。

　Figure 4 は一度以上の自傷経験について示した

ものである。男子は小学 4～ 5年生にかけて微増

した後、小学 6 年生で 7.89%、中学 1 年生 6.58%

と低下して再び中学 2 年生で 22.03% と高くなり、

3 年生で 15.18% となった。女子は、小学生では

学年が上がるとともに経験率が低下して小学 6年

生で 3.70% と最も低く、中学 1 年生で 18.75% と

急に高くなり、その後は減少傾向がみられた。男

女で比較すると、小学生 6年生までは男子のほう

が自傷経験率は高く、中学 1年生では逆転して女

子のほうが高くなるが、中学 2年生以降では再び

男子の経験率が女子を上まわった。

(1-3)通常学級に通う児童生徒の自傷念慮及び自

傷行為経験と性別・学年の関連

　通常学級の小学生については Table 3、中学生

は Table 4 の通りである。まず性別においては、

小学生では自傷念慮は男子より女子が経験しやす

く（OR=1.24, 95%CI[1.13-1.37]）、自傷行為は女

子より男子のほうが経験しやすい（OR=0.70, 

95%CI[0.61-0.80；OR=0.59, 95%CI[0.49-0.72]）

が、中学生になると自傷念慮（OR=1.66, 95%CI 
[1.52-1.82]）及び複数回の自傷行為（OR=1 .30 , 

Table 3　小学生の自傷念慮及び自傷行為と性別・学年の関連（通常学級）

（多項ロジスティック回帰分析）

Table 4　中学生の自傷念慮及び自傷行為と性別・学年の関連（通常学級）

（多項ロジスティック回帰分析）
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95%CI[1.11-1.52]）は男子より女子のほうが経験

しやすいことが示された。

　学年の影響では、小学生の自傷念慮はごくわず

かに学年が上がるごとに経験しやすく（OR=1.07, 

95%CI[1.01-1.13]）、一度のみの自傷経験は学年

が 低 い ほ ど 経 験 し や す く な る（OR=0.86, 

95%CI[0.79-0.94]）ことが示された。中学生では、

学年が上がるごとに自傷行為を経験しやすくなる

ことが示された (OR=1.12, 95%CI[1.01-1.23]；

OR=1.22, 95%CI[1.11-1.34])。

(1-4)特別支援学級に通う児童生徒の自傷念慮及

び自傷行為経験と性別・学年の関連

　特別支援学級の小学生については Table 5、中

学生は Table 6 の通りである。いずれも通常学級

にはみられた性別や学年との関連はみられなかっ

た。

２　自傷念慮・自傷行為経験の関連要因

　　－学校環境、教師・親との関係

２．１　各尺度の信頼性

　「学級の雰囲気への認知」尺度の 6 つの因子は

各 2項目のため、信頼性の算出はできなかったが、

「学級の雰囲気への認知」尺度としての信頼性係

数はα =.80 だった。「教師との関係」尺度 3 項目

の信頼性係数はα =.81 で、「親・保護者との関係」

尺度 3 項目の信頼性係数はα =.85 だった。いず

れも十分な信頼性が得られた。

２．２　自傷行為に関連する環境的要因

　通常学級及び特別支援学級に通う児童生徒それ

ぞれの環境が、自傷行為にどの程度関連するのか

を検討するため、参照カテゴリーとして「自傷経

験なし」を基準 (1) とした強制投入法による多項

ロジスティック回帰分析を行った。Table 7-10 は

通常学級と特別支援学級それぞれの小学生及び中

学生について、環境要因（学級の雰囲気の認知、

Table 5　小学生の自傷念慮及び自傷行為と性別・学年の関連（特別支援学級）

（多項ロジスティック回帰分析）

Table 6　中学生の自傷念慮及び自傷行為と性別・学年の関連（特別支援学級）

（多項ロジスティック回帰分析）
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教師との関係、保護者・親との関係）を説明変数

に、自傷念慮及び自傷行為を目的変数に多項ロジ

スティック回帰分析を行い、その関連性を検討し

たものである。

(1)通常学級に通う児童生徒の自傷念慮及び自傷

行為と環境要因の関連

① 小学生の自傷念慮及び自傷行為と環境要因の

関連

　通常学級の小学生については Table 7 の通りで

ある。「学級の雰囲気への認知」については、「学

級活動への関与」では自傷行為が「一度ある」「何

度もある」で影響がみられた（順に OR=0.93, 

95%CI[0.88-0.98] ； OR=0.88, 95%CI[0.82-

095]）。「生徒間の親しさ」では自傷念慮及び自傷

行為が「何度もある」で影響がみられた（順に

OR=0 .96 , 95%CI[0 .92-1 .00]；OR=0 .90 , 

95%CI[0.83-092]）。「学級内の不和」では、自傷

念慮及び自傷行為が「一度ある」「何度もある」

で影響がみられた（順に OR=0.89, 95%CI[0.87-

0.91]；OR=0.86, 95%CI[0.83-089]；OR=0.87, 

95%CI[0.83-092]）。「学級への満足感」では、自

傷念慮及び自傷行為が「何度もある」で影響がみ

ら れ た（ 順 に OR=0.87, 95%CI[0.84-0.91] ； 

OR=0.93, 95%CI[0.88-0.99]）。「学習への志向性」

では自傷念慮及び自傷行為が「何度もある」で影

響 が み ら れ た（ 順 に OR=0.96, 95%CI[0.92-

1.00]；OR=0.92, 95%CI[0.85-0.99]）。「規律正し

さ」「教師との関係」については関連がみられな

かった。以上の通り、そのほとんどがわずかでは

あるが、学級全体の雰囲気をよいと感じ、満足感

を得ていること、児童間の仲が良いことや、学習

に向かう気持ち、学級活動への積極的な関与があ

ることが、自傷念慮や自傷行為の保護要因であり、

学級内で不和をもたらす人がいるということはリ

スク要因となる可能性がみられた。学級内の秩序

や、児童が認知している教師との関係性は、自傷

念慮や自傷行為に影響していないことが示された。

　「親・保護者との関係」では、自傷念慮及び自

傷行為が「一度のみ」「何度もある」で影響がみ

られた（順にOR=0 .86 , 95%CI[0 .85-0 .88]；

OR=0 .88 , 95%CI[0 .85-0 .90]；OR=0 .83 , 

Table 7　小学生の自傷念慮及び自傷行為と環境要因の関連（通常学級）

（多項ロジスティック回帰分析）
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95%CI[0.80-0.86])。つまり、親や保護者とよい

関係にあると感じている児童ほど、自傷念慮や自

傷行為をやや経験しにくいことが示された。

② 中学生の自傷念慮及び自傷行為と環境要因の

関連

　通常学級の中学生については Table 8 の通りで

ある。「学級の雰囲気への認知」については、まず、

「学級活動への関与」では自傷行為が「一度ある」

のみで影響がみられた（OR=0.93, 95%CI[0.87-

0.98]）。「学級内の不和」では、自傷念慮及び自

傷行為が「一度ある」「何度もある」で影響がみ

られた（順に OR=0.89, 95%CI[0.87-0.91]； OR=0.87, 
95%CI[0.84-0.90]；OR=0.88, 95%CI[0.84-091]）。

「学級への満足感」では、自傷念慮及び自傷行為

が「一度ある」「何度もある」で影響がみられた

（順にOR=0.93, 95%CI[0.90-0.96]；OR=0.93, 

95%CI[0.88-0.97]；OR=0.85, 95%CI[0.81-090]）。

「学習への志向性」では自傷念慮でのみ影響がみ

られた（OR=0.95, 95%CI [0.91-0.98]）。中学生

では「生徒間の親しさ」「規律正しさ」「教師との

関係性」については関連がみられなかった。以上

の通り、わずかではあるが、学級全体の雰囲気を

よいと感じ、満足感を得ていることの他、学習に

向かう気持ちや、学級活動への積極的な関与は自

傷念慮や自傷行為の保護要因であり、学級内で不

和をもたらす人がいるということはリスク要因と

なる可能性がみられた。学級内の秩序や、生徒が

認知している教師との関係性は自傷念慮や自傷行

為に影響していないことが示された。

　「親・保護者との関係」では、自傷念慮及び自

傷行為が「一度のみ」「何度もある」で影響がみ

られた（順に OR=0.85, 95%CI[0.84-0.87]；OR=0.86, 
95%CI[0.83-0.88]；OR=0.80, 95%CI[0.78-0.82])。

つまり、親や保護者とよい関係にあると感じてい

る児童ほど、自傷念慮や自傷行為をやや経験しに

くいことが示された。

Table 8　中学生の自傷念慮及び自傷行為と環境要因の関連（通常学級）

（多項ロジスティック回帰分析）
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(2)特別支援学級に通う児童生徒の自傷念慮及び自

傷行為と環境要因の関連

① 小学生の自傷念慮及び自傷行為と環境要因の

関連

　特別支援学級の小学生については Table 9 の通

りである。「学級の雰囲気への認知」については、

「学級内の不和」では、自傷行為が「何度もある」

で影響がみられ（OR=0.70, 95%CI[0.52-0.94]）、

学級内に不和があると感じている生徒ほど、深刻

な自傷行為を経験しやすいことが示された。「規

律正しさ」では、自傷行為が「一度ある」で影響

がみられた（OR=0.65, 95%CI[0.44-0.97]）。「学

級活動への関与」「生徒間の親しさ」「学級への満

足感」「学習への志向性」「教師との関係」の他、「親・

保護者との関係」についても関連がみられなかっ

た。つまり、学級内の雰囲気を乱す同級生がいる

と感じている児童ほど、より深刻化した自傷行為

を経験しやすく、教室内に秩序がないと感じてい

る児童ほど、一度の自傷行為を経験しやすいとい

う影響はみられたが、児童間の仲の良し悪しや、

学習に向かう気持ち、学級活動への積極的な関与、

児童が認知している教師や親、保護者との関係性

は、自傷念慮や自傷行為に影響していないことが

示された。

Table 9　小学生の自傷念慮及び自傷行為と環境要因の関連（特別支援学級）

（多項ロジスティック回帰分析）

②中学生における自傷念慮及び自傷行為と性別・

学年及び環境要因の関連

　特別支援学級の中学生については Table 10 の

通りである。「学級の雰囲気への認知」については、

「学級活動への関与」では自傷念慮のみで影響が

みられ（OR=0.77, 95%CI[0.62-0.96]）、学級活動

に積極的に参加する生徒がいる学級ほど自傷念慮

を経験しにくくなることが示された。「学級内の

不和」では、自傷念慮及び自傷行為が「一度のみ」

で影響がみられた（順に OR=0.85, 95%CI[0.72-

0.99] ； OR=0.72, 95%CI[0.57-0.90]）。「学習へ

の志向性」では、クラスの生徒が学習への意識や

意欲があると感じる生徒ほど自傷念慮を経験しに

くいことが示された（OR=0.76, 95%CI[0.61-0.95]）。
「生徒間の親しさ」「学級への満足感」「規律正しさ」

「教師との関係」「親・保護者との関係」について
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３　自傷念慮・自傷行為経験の関連要因

　　－いじめ被害経験

３．１　小学生及び中学生のいじめ被害経験の実態

(1)通常学級及び特別支援学級に通う児童生徒のい

じめ被害経験者の割合

　Figure 5 は通常学級に通う児童生徒、Figure 6

は特別支援学級に通う児童生徒の、1 回以上のい

じめ被害経験者の割合である。通常学級、特別支

援学級ともに、男子は学年が上がるにつれていじ

め被害経験は減少したが、女子は通常学級で中学

2 年生、特別支援学級では中学 1 年生までは減少

傾向がみられ、その後は再び増加した。

は関連がみられなかった。つまり、クラスの生徒

が学級活動や授業に積極的に取り組んでいると感

じ、学級の雰囲気を乱す生徒はいないと感じてい

る生徒ほど自傷念慮や自傷行為の経験をしにくい

という影響がみられたが、児童間の仲の良し悪し

や、学級への満足感、規則を守り、先生の指示に

従うという意味での学級内の秩序、生徒が認知し

ている教師や親、保護者との関係性による自傷念

慮や自傷行為に影響していないことが示された。

Figure 5　学年別・男女別いじめ被害者の割合

（通常学級）

Figure 6　学年別・男女別いじめ被害者の割合

（特別支援学級）

Table 10　中学生の自傷念慮及び自傷行為と環境要因の関連（特別支援学級）

（多項ロジスティック回帰分析）
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Table 11　種別によるいじめ被害経験率

（通常学級） %

Table 12　種別によるいじめ被害経験率

（特別支援学級）  % 

Table 13　小学生の自傷念慮及び自傷行為といじめ被害経験率（通常学級）

（多項ロジスティック回帰分析）

(2)通常学級及び特別支援学級に通う児童生徒の種

別によるいじめ被害経験

　Table 11 は通常学級、Table 12 は特別支援学

級に通う児童生徒におけるいじめ被害を内容別に

尋ね、それぞれの項目に「ある」と答えた者の割

合を示したものである。

３．２　自傷行為に関連するいじめ被害経験

(1)通常学級に通う児童生徒の自傷念慮及び自傷

行為といじめ被害経験の関連

① 小学生の自傷念慮及び自傷行為といじめ被害

経験の関連

　通常学級の小学生については Table 13 の通り

である。「関係的いじめ」（順に OR=1.23, 95% 

CI:[1.19-1.27]；OR=1.20, 95%CI:[1.15-1.25]；

OR =1.27, 95%CI:[1.20-1.34]）、「言語的いじめ」、

(順 にOR=1.17, 95%CI:[1.11-1.23]；OR=1.25, 

95% CI:[1.14-1.38])、「身体的いじめ」（順に

OR=1 .10 , 95% CI:[1 .07-1 .14]；OR=1 .15 , 

95%CI:[1.13-1.26]；OR=1.20, 95%CI:[1.13-

1.38]）という、すべてのタイプのいじめ被害経

験が自傷念慮及び自傷行為「一度ある」「何度も

ある」に影響していることが示された。
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② 中学生の自傷念慮及び自傷行為といじめ被害

経験の関連

　通常学級の中学生については Table 14 の通り

である。自傷念慮及び「一度ある」「何度もある」

に影響していたのは、「関係的いじめ」（順に

OR=1.34, 95%CI:[1.30-1.39]；OR=1.38, 95% 

CI:[1.31-1.44]； OR=1.48, 95% CI:[1.42-1.55]）

及 び「 身 体 的 い じ め 」（ 順 にOR=1.05, 

95%CI:[1.01-1.09]；OR=1.11, 95%CI:[1.05-

1.18]；OR=1.09, 95% CI:[1.03-1.15]）。「言語的

いじめ」は自傷念慮及び自傷行為の「何度もある」

に影響していた（順に R=1.10, 95%CI:[1.04-

1.17]；OR=1.11, 95%CI :[1.01-1.21]）。

Table 14　中学生の自傷念慮及び自傷行為といじめ被害経験率（通常学級）

（多項ロジスティック回帰分析）

Table 15　小学生の自傷念慮及び自傷行為といじめ被害経験率（特別支援学級）

（多項ロジスティック回帰分析）

(2)特別支援学級に通う児童生徒の自傷念慮及び自

傷行為といじめ被害経験の関連

① 小学生の自傷念慮及び自傷行為といじめ被害

経験の関連

　特別支援学級の小学生については Table 15 の

通りで、「言語的いじめ」で自傷念慮及び自傷行

為の「何度もある」で影響がみられた（順にOR 

=1.69, 95%CI:[1.18-2.42]；OR=1.96, 95%CI: 
[1.24-3.12]）。通常学級でみられた「関係的いじめ」

「身体的いじめ」との関連は、特別支援学級では

みられなかった。
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Table 16　中学生の自傷念慮及び自傷行為といじめ被害経験率（特別支援学級）

（多項ロジスティック回帰分析）

② 中学生の自傷念慮及び自傷行為といじめ被害

経験の関連

　特別支援学級の中学生については Table 16 の

通りである。「身体的いじめ」では自傷念慮及び

自傷行為の「一度ある」自傷経験との関連がみら

れた（順に OR=1 .36 , 95%CI:[1 .05-1 .76]；

OR=1.61, 95% CI:[1.18-2.18]）。

考　　察

　本研究の目的は、(1) 小中学生の自傷行為の実

態、(2) 小学生から中学生にかけての自傷行為の

発達的変化、(3) 自傷行為の背景要因として考え

られる家庭環境や学校環境、特にいじめ被害経験

との関連、について、通常学級と特別支援学級に

通う児童生徒、それぞれについて明らかにしつつ

検討していくことだった。以下、この目的に沿っ

て考察を加えていく。

１　自傷念慮及び自傷行為経験の実態について

　通常学級の児童生徒では、男子の自傷念慮はい

ずれの学年においてもほぼ一定であり、自傷行為

の経験率の推移に自傷念慮との関連はみられな

かったが、女子では学年が上がるにつれて自傷念

慮が高まり、それに伴って実際の自傷行為の経験

率も増える傾向がみられた（Figure1 & Figure2）。

このことについて穴水・太田・加藤（2023）は、

自傷行為の方法の男女差（e.g., Brunner et al., 

2014）をもとに、男子の自傷行為は突発的で衝動

的な行為が多く、年齢とともに衝動をコントロー

ルできるようになっていくに伴い減少するが、女

子は自傷念慮の高まりが実際の自傷行為へとつな

がっていく可能性があると推察している。また、

通常学級の小学生では、自傷念慮は男子より女子

のほうが経験しやすく、複数回の自傷行為は男子

のほうが経験しやすかった。中学生では、自傷念

慮及び複数回の自傷経験は、男子より女子のほう

が経験しやすく、学年が上がるに従い、複数回に

わたる自傷行為を経験しやすいという傾向がみら

れた。つまり、思春期前後では自傷念慮や自傷行

為の経験率が高まる時期と低下する時期があり、

その時期は男女で異なること、自傷行為が深刻化

する時期も男女で異なることが示された。このこ

とからは、穴水・太田・加藤（2023）も述べてい

るように、自傷の予防教育や対策に際しては、男

子では衝動性を抑えること、女子については自傷

念慮の段階でその原因の除去や解決につなげるこ

とを視野に入れた検討が有用である可能性が考え

られる。

　一方、特別支援学級では、自傷念慮経験率は男

女ともに学年が上がるにつれて高くなった

（Figure3 & Figure4）。自傷経験率は、男子は中学

1 年生、女子は小学 6 年生で最も低くなり、中学

生頃から自傷経験率が高くなる点では通常学級と



100

似ているものの、男女ともに学年によって経験率

にばらつきがあり、一定の傾向はみられなかった。

自傷念慮や自傷行為が深刻化する時期も確認でき

なかったが、特別支援学級では男子でも自傷念慮

段階での対応が有用である可能性があり、思春期

前後で自傷行為が増加しやすいことを念頭に置い

て児童生徒の観察をする必要があると考えられる。

２　自傷行為に関連する環境的要因

　Table7 & Table10 の通り、通常学級の中学生

や特別支援学級では、児童生徒、個人間の仲の良

さや相互援助性を示す「生徒間の親しさ」は自傷

念慮や自傷行為には影響していなかったが、「み

んなが逆らえない」「自分たちの意見を押し通そ

うとする」という、学級内の不和をつくりだして

いる児童生徒の存在は、通常学級、特別支援学級

ともにみられた。このため、教室内の人間関係に

ネガティブな影響を与える児童生徒の存在そのも

のばかりでなく、そのような児童生徒の存在を許

している教室の雰囲気が児童生徒の自傷行為に影

響している可能性が考えられる。自傷念慮や自傷

行為は学級内の不和をつくり出している児童生徒

から影響を受けている可能性がみられた一方で、

自傷経験のある生徒はネガティブな思考をもつ傾

向があり（Bja’’rehed & Lundh, 2008）、他者の反

応や対応などを敏感にネガティブに捉えるという

認知の癖や傾向をもちやすく、ポジティブな関係

性ではなく、ネガティブに認知している関係性か

ら影響を受けている可能性があるのだとも考えら

れる。言い換えると、ポジティブな児童生徒間の

関係は自傷行為の促進要因にも抑制要因にもなり

にくいが、ネガティブな関係性は自傷行為の促進

要因として影響している可能性があう。それは特

別支援学級の児童生徒により強い可能性がみられ

た。

　特に 1日の多くの時間を学級で過ごす小学生や、

通常学級よりも教師の目が行き届きやすい特別支

援学級の児童生徒では、教師との関係性が強く、

それが自傷経験にも影響することを予想したが、

本調査では教師との関係性と自傷との関連はみら

れなかった。この点だけをみると、教師は直接的

には、自傷行為の原因にも抑止力にもならないと

考えられる。しかし三島・宇野 (2004) は、児童

が認知する教師の受容的・親近的な態度や特性、

自信のある対応や態度、客観的な視点をもった児

童対応と、学級の雰囲気には強い関連があること

を明らかにしている。本研究では、特に通常学級

では学級全体の雰囲気や満足感、行事等への積極

的な参加など、学級の雰囲気を示す 4つの項目へ

の認知は、児童生徒の自傷念慮や自傷行為にポジ

ティブにやや影響していた。それぞれが弱くやや

ばらつきがあるため、このことについての検討は

今後の課題であるが、児童生徒の自傷の問題には、

教師と児童生徒との個と個の関係性よりも、教師

による「よい雰囲気」の学級づくりがかかわって

いるのだとすれば、教師は学級づくりを通して、

間接的に児童生徒の自傷に影響していると考えら

れる。

　親・保護者との関係については、通常学級の児

童生徒では「親・保護者との関係」がよいと認知

している児童生徒ほど自傷念慮や自傷行為の経験

をしにくいが、特別支援学級では関連がみられな

かった。特別支援学級や特別支援学校に通う児童

生徒の親子関係や愛着関係の実態を明らかにした

研究は多くないため、確かなことはいえないもの

の、通常学級と特別支援学級に通う児童生徒が認

知する親子関係には異なるものがあるのかもしれ

ない。したがって、通常学級と特別支援学級の児

童生徒が親子関係をどのように認知しているのか、

また、それがどのように子どもの問題に影響して

いるのかについては、今後さらに検討を重ねる必

要があるだろう。

３　自傷行為に関連するいじめ被害経験

　Table13 & Table14 にみられた通り、通常学級

の児童では言語的・身体的・関係的いじめのすべ

てが自傷念慮及び自傷行為に影響し、特に関係的・

言語的いじめが自傷経験で影響しやすいことが示

された。中学生ではさらに「関係的いじめ」の影

響が強くなった。国内研究ではいじめのタイプご
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とに自傷行為との関連を調べた調査はあまりみら

れないが、Klomek et al.(2016）は、身体的・言

語的・関係的いじめは、いずれも自傷のリスクを

高める要因であると報告している。本研究でも、

通常学級の児童生徒に関しては先行研究を支持す

るものとなった。しかし特別支援学級では、小学

生では言語的いじめ、中学生では身体的いじめと

の関連がみられ、いずれも他者とのかかわりに関

連する「関係的いじめ」の影響はみられなかった。

先述の環境要因でみられた「生徒間の親しさ」「学

級への満足感」「学級内の不和」と自傷念慮及び

自傷行為の関連から（Table 7 & Table10）、通常

学級の児童では友人・仲間との個人的な関係、児

童生徒では学級など集団への所属感が自傷念慮や

自傷行為に影響するが、特別支援学級の児童生徒、

特に児童では、所属感よりもむしろ、穏やかで心

を乱さない環境が求められている可能性が考えら

れる。

　以上の通り、通常学級と特別支援学級の児童生

徒では、学校生活の中で重要であることがやや異

なる可能性はあるが、いずれにせよ、教師は自傷

を行う児童生徒の人間関係や問題の背後に目を向

けること、いじめを早期に発見する敏感さをもつ

必要がある。

本研究の限界と今後の展開

　本研究の限界はいくつかある。まず、特別支援

学級に通う児童生徒は自傷念慮者 68 名、自傷経

験者 80 名と比較的少人数であること（Table 2）、

さらに在籍者は、知的障害や自閉症・情緒障害ば

かりでなく、身体障害や身体虚弱をもつ児童生徒

など多岐にわたること、通常学級と支援学級間の

移籍もよく行われていることが、自傷経験の学年

的推移や自傷行為の背景となる学校環境やいじめ

との関連等について把握しにくいものにしたと考

えられる。本研究は、通常学級と特別支援学級の

比較により、学級づくりをする上での留意点を見

出すものとなったが、今後は児童生徒の置かれた

具体的な状況により注目し、状況に応じた自傷対

応について検討することも必要と考えられる。
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